
平成１８年第４回安城市議会定例会陳情文書表 
平成１８年１２月５日 

番 号 陳 情 第 ２ 号 受理年月日 平成１８年１１月１６日 

件 名 安城市奨学金受給者資格を専修学校(高等課程)在校生まで拡充するよ

う求める陳情 

提 出 者 
学校法人 さくら学園 安城生活福祉高等専修学校教育後援会 
学校法人 山本学園 山本学園情報文化専門学校高等部教育後援会 
学校法人 白百合学園 西尾高等家政専門学校教育後援会 

付託委員会 市民文教常任委員会 

要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

陳情の趣旨  
 
貴議会におかれましては、日頃より教育の振興と充実のためにご理解とご支援

をいただき衷心より感謝しております。 

さて、昨今急速に拡大しつつある格差社会の問題が大きな社会問題となってお

ります。その影響を強く受けておりますのが専修学校・各種学校に在校する生徒

の家庭ではないかと懸念しております。予想に違わず専修学校にも家庭の経済環

境により修学に困窮している生徒が散見されるところとなっております。学校に

おきましても生徒の修学継続を援助するため、独自の奨学制度を設けて鋭意、自

助努力されているところですが、それにも限界があることを承知しております。 

つきましては憲法第２６条に規定する「教育を受ける権利」及び教育基本法第

３条に規定する「教育の機会均等」の精神を真に具現するため「安城市奨学金支

給条例」を改正されますよう切にお願いします。「安城市奨学金支給条例」第１条

に規定されている「能力があるにもかかわらず、経済的理由により高等学校の修

学が困難な者に対して必要な資金を支給する」更には第２条の各項の中で（２）

「公立及び私立の高等学校に在学し・・・」と高等学校の生徒に限定している規

定についてはこれを緩和し、専修学校(高等課程)も含むように拡大されますよう

お願いします。 

元来、専修学校(高等課程)に在学して高等学校の卒業資格を取得するための課

程を修学している生徒については、高等学校と同様に中学校を卒業し、３年間の

修学を要すること、また取得単位数等格段の差違はありません。 

以上の趣旨をご覧察の上、ご高配いただけますよう重ねてお願いします。 

 

陳情事項   
「安城市奨学金支給条例」における奨学金受給者資格を専修学校(高等課程)在校
生まで拡充してください。 

 



 
番 号 陳 情 第 ３ 号 受理年月日 平成１８年１１月１６日 

件 名 私立幼稚園に対する運営費の補助を求める陳情 

提 出 者 愛知県私立幼稚園連盟安城支部 代表 
付託委員会 市民文教常任委員会 

要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

陳情の趣旨  
 
貴議会におかれましては、日頃より教育振興のため格別のご理解とご支援をい

ただき心より感謝しております。 

さて、教育をとりまく環境は多発する事故、事件により極めて憂慮する状況に

あります。この状況は教育に対する信頼さえも失いかねない昨今であります。教

育問題の解決は一朝一夕に、また一つの幼稚園や学校、地域での努力だけでは到

底不可能であり、国としての政策的な課題となっております。しかし、教育現場

にあっては地道で現実的な実践が不可欠であります。特に社会の状況、家庭環境

の急速で質的な変化の中にあって、家庭の教育力の低下、地域社会の教育の弱体

化が進行しております。将来の地域づくり、国づくりの人材育成につながる幼稚

園教育はかつてない程の重要性を担っております。このような幼稚園に対する家

庭や地域、そして時代の要請を真摯に受け止めて、幼稚園はその責任を充分果た

すよう努力しているところであります。しかしながら公立幼稚園と私立幼稚園に

投入されている補助金には大きな格差が出ております。しかも、市内の幼稚園に

通う3,600余名の園児の内、４分の３は私立幼稚園に通園しているのが実態であ

ります。私立幼稚園の園児と保護者は同じ安城に住みながら、園を通じての補助

はほとんど受けられず自助努力を余儀なくされております。また、幼稚園として

も運営上の厳しさ、困難さを痛感しておるところであります。 

つきましては、園児の就園に関わる健康診断の費用、園児の身体、生命に直結

する災害対策、防犯対策をはじめ幼稚園の運営に関わる費用について補助金を支

給されますようお願いします。この種の補助金は運営補助費として県下大多数の

市町で既に実施されているところです。 

以上、ご覧察の上、ご高配いただけますよう重ねてお願いします。 

 

陳情事項   
私立幼稚園に対しまして、運営費の補助をお願いします。  


